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【背景】

四肢に対しての他動運動はリハビリテーション分野におい

て多く用いられる治療のひとつである.こ れまでの先行研究

では機能的磁気共鳴画像や陽電子放射断層撮影を用いて他動

運動時の脳活動が計測されており,一 次体性感覚野のみなら

ず,一 次運動野や補足運動野などの活動が得られることが報

告されている(1,2).近 赤外分光法(fNIRS)は 脳血流動態反

応に基づき,大 脳皮質活動を計測する機器であり,時 間分解

能に優れ,大 脳皮質活動の変化を時系列で計測できるという

特徴をもつ.そ こで本研究ではfNIRSを 使用し,反 復他動運

動の運動頻度が脳血流動態の変化に及ぼす影響を調査するこ

ととした.

【方法】

対象は右利 きの健常成人17名 であり年齢 は23.1±6.8

歳(平 均 ± 標準偏差)で あった.実 験に先立ち,被 験者に

は実験内容について十分に説明 し同意 を得た.実 験には

fNIRS装 置(0㎜ 一3000/16,島 津 製作所)を 用い,反 復他動

運動 中の脳血流動態を計測 した.課 題動作遂行肢位は座位姿

勢 とし,肘 関節を屈曲 して前腕回内位で前腕部 を肘掛に乗せ

た状態 とした.ま た示指指腹部 にアクリル板(縦50㎜,横

15㎜,厚 さ2㎜)を 取 り付け,PEline(SuperStrong;TORAY)

を介 して自動制御可能 な他動運動装置 と接続 した.他 動運動

の設定は,示 指伸展拳上範 囲を50㎜,運 動 スピー ドを330

㎜/secと し,運 動頻度は1.5Hzと1Hzの 二種類 を用いた.

fNIRSは 先 行研究(3)を 参考に,関 心領域 として2・3chを

補足運動野(Sm),6・10chを 左 一次運動野(LtM1),8・

13chを 右 一次運動野(RtM1),15・19chを 左 一次体 性感覚

野(LtS1),17・22chを 右一次体性感覚野(RtS1),24・

29chを 左 頭頂連合野(LtPPC),26・30chを 右 頭頂連合野

(RtPPC)と 規 定 した(図1).

解 析 は,安 静40秒 の うちの後半20秒 のOxyhemoglobin

(oxy-Hb)を 基 準とし,各 運動頻度における300秒 間 の反復

他動運動 中の変化量を求めた.統 計処理は時間を要因 とした

一元配置分散分析 を行い
,事 後検定 としてDunnetttestを 用

いた.有 意水準は5%と した.

【結果】

1.5Hzの 運 動頻度 で行った他動運動では,SMAで 他 動運動開

始後200秒,LtMlとLtSlで 他動運動開始後170秒,LtPPC

で他動運動開始後160秒 にoxy-Hbが 有意 に増加 した.し か し,

1Hzの 運動頻度では,い ずれの領域 においてもoxy-Hbの 有

意な増加は認め られ なかった.

【考察】

本研究において1.5HzとlHzの 運 動頻度で反復他動運動

を行い,1.5Hzの 運動頻度のみでSMA,運 動 と対側のM1,S1,

PPCのoxy-Hbの 増加 が観察 された.先 行研究において,末 梢

体性感覚入力頻度の増加 に伴い一次体性感覚野領域の脳血流

量が増加 した ことが報告されている(4,5).従 って,1Hzで

の他動運動 と比較 し1.5Hzで は皮膚,筋,靭 帯な どか らの求

心性入力が増加す るため,脳 血流変化 が認められた と考え ら

れ る.

【結論】

示指他動運動による脳血流動態の変化は,運 動頻度に影響

され,1Hzの 運動頻度では変化 しないことが明らかになった.
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